


Ⅲ.申請事業

入力数 294 字

入力数 160 字
Ⅳ.実行団体の募集

Ⅴ.事業実施体制

Ⅵ.関連する主な実績

ステップ４.「効果の検証」と「フィードバック」⇒取り組みの効果を検証して、きらきら基金の団体、企業、などに報告することにより、追加の動き ２０２０年８月～２０２１年６月

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

２０２０年８月～２０２１年６月

(2)他団体との連携体制 きらきら基金に関係する他団体や社会貢献を行う企業に、実行団体の取り組みへの協力を依頼する

(3)想定されるリスクと管理体制
オンライン会議やメールを活用することや実行団体の事業がコロナ禍の状況下でも行える支援方法であることから、感染のリスクは少ないと想定されるが、
伴走支援を行う際には、検温とマスク着用、消毒液携帯の確認を行う。

(1)休眠預金以外の助成・補助金活用の有無
①コロナウイルス感染症に係る事業

(3)申請数確保に向けた工夫
ステップ１.オンライン会議への参加候補団体数（90）：スピード感を重視しできるだけ多くの該当団体を支援するために、きらきら基金登録団体の中から募集する。会
議に参加して課題の共有と解決方法の検討を行った後、ステップ２に進まず独自の解決方法で取り組むことを選択出来ることで、応募しやすい募集内容としている。
ステップ２.実行団体候補数（9）：オンライン会議に参加した団体の中から選出する。新たな支援方法がひとつの場合、複数の団体が分担して実行出来ることとする。

(4)予定する審査方法
 (審査スケジュール、審査
構成、留意点等）

ステップ１.【公募】７月上旬～７月中旬 【審査】７月中旬 【審査方法】きらきら基金運営委員が申請書と団体取材調査をもとに選出する
ステップ２.【公募】８月中旬 【審査】８月中旬～下旬 【審査方法】きらきら基金運営委員がオンライン会議に参加して、支援方法の内容、会議の状況や実行能力を
勘案して選出する

(1)メンバー構成と各メンバーの役割 【みえきた市民活動センター】事業の事務局と伴走支援【きらきら基金運営委員会】実行団体の審査と取り組みの評価【プログラムオフィサー】伴走支援

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態
コロナ禍で深刻化・顕在化した課題を地域・関係団体全体で共有し、取り組み、問題解決に導いていること。
地域の団体同士が電話１本でつながり、緊急を要する課題が発生した時に支援し合えるような関係が出来ていること。
新しい方法の取り組みを通して、団体と団体、団体と企業、団体と行政が協力して行うパートナー事業が増えていくこと。

(1)採択予定実行団体数 各分野１団体～９０団体

本申請事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予定も含む） 有 無
有の場合
その詳細

本申請事業について、国又は地方公共団体から補助金又は貸付金（ふるさと納税を財源とする資金提供を含む）
を受けていない。

無 ※有の場合、選定の対象外となります（公募要領：助成方針参照）

(２) １実行団体当たり助成金額 ３万円～１０３万円

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

１.地域の団体間の連携や協力の拡がり
２.新たな支援方法を生み出す
３.新たな支援方法を実行する

１.オンライン会議への参加団体数
２.新たな支援方法の数
３.新たな支援方法の実行団体数と実行
回数、及び参加受益者数

１.オンライン会議への参加団体のカ
ウント
２.新たな支援方法のカウント
３.実行団体数と実行回数、及び参加
受益者数のカウント

１.各分野３０団体
２.各分野１つ以上の新しい支援方法
３.各分野1団体以上、年間20件以上の
実行数、年間２００人以上の参加受益
者数

２０２０年８月
２０２０年８月
２０２１年６月

や予算確保の検討も含め、さらに有効な対策につなげる。

「アンガーマネージメントのDVDを作成し、学校、企業、施設の研修などで活用してもらう」DVDの作成費（分野1、２、３）

取り組み事例の共有に資する情報公開等。実行にあたって必要な、機会の提供、場所の提供、広報の協力を、きらきら基金に関係する

「新しい日常に向かって地域社会の課題を考える」ZOOM会議 開催費用（分野３）

※想定される「新たな支援の方法」と費用

「タブレットの貸し出し」タブレット契約料×１２ヶ月×台数 （分野１、２）

ステップ１．オンライン会議への支援⇒Zoom会議の有料契約を結び、会議の開催、会議の進行、資料のメール送付、議事録の作成などを行う

実行団体として選出されたひとつの団体あるいは複数の団体が実行する。

なるまで複数回会議を重ねる。「新たな支援方法」が決定したら次の段階に進むが、ステップ２に進まず独自の解決方法で取り組むことを

ステップ３．実行団体への支援⇒事前評価、事後評価の実施に関する助言等。月１回の実施状況の確認と事業評価に関する助言。事業の実施状況、

他の団体や企業に呼びかけマッチングを行う。また、各市民活動センター、社協、自治会、行政などに、広報などの協力を依頼する。

⇒ステップ１で決定した「新たな支援方法」の事業計画書を作成し、各会議に参加した団体が一緒になって実行する。または、参加団体

２０２０年７月～同８月

(1)申請事業の概要

あると判断する課題に対して実行できる新たな支援方法を考える。１回の会議は１５団体で行い、「新たな支援方法」が導き出され形に

ステップ２.「新たな支援の方法」を実行する ※１分野１００万円×３分野＝３００万円 ２０２０年８月～２０２１年６月

きらきら基金の登録団体のうち、３つの領域に関連する９０団体がオンライン会議を重ねて、コロナ禍の制約が多い状況下でも実行できる「新たな支援方法」を生み出し、それを実行していく。本
事業は４つのステップで支援を行う。ステップ１は、オンライン会議に参加する団体を選出し１団体３万円の活動助成を行う。ステップ２は、その中から、オンライン会議で採択した「新たな支援
方法」を実行する団体を選出し、対策費として１分野１００万円の助成を行う。ステップ3は、きらきら基金に関係する団体・企業と共に事業実行への伴走支援を行う。ステップ４では事業の効果
の検証を行い、追加の動きやさらなる有効な対策につなげて行く。

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期
ステップ１. オンライン会議で「新たな支援方法」を生みだす ※１団体３万円×３０団体＝９０万円×３分野＝２７０万円 ２０２０年７月下旬～同年８月

⇒「コロナ禍での支援をどう行うか」をテーマに、困難を抱える人を支援するNPOがコロナ禍における活動の課題を出し合い 、緊急性が

選択した団体は、最初の３万円の活動助成で実行する。



②その他、助成金等の分配の実績

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等の実績

当団体が伴走支援の一環として事務局を担っている「桑員まちのファンクラブ」「桑名市協働運営委員会」「市民活動応援☆きらきら基金」のML上で、新型コロナウイルスに関連した動きとし
て、4つのアンケート調査への協力依頼、２０件ほどの会員間の活動状況の情報交換や助成金情報などのメールのやりとりを行った。
また、当団体の事業のひとつである「企業の社会貢献活動紹介」においてつながりのある企業や団体から「布マスク、手作りマスクの提供」や「学校休校で残ってしまった給食材料の提供」を受
け、学童保育所や子ども食堂、市民活動団体に紹介するなどのマッチングもおこなっている。

本申請事業以外の事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予
定も含む）

有 無
有の場合
その詳細

【市民活動応援☆きらきら基金助成事業】2011年10月～2020年3月までに４,２６4,１５２円の寄付が集まり、３大賞・１１１団体・３５事業・７高校に、3,７１９,４００円を助成した。今年度も
シーズン９に取り組む。


